
横手市社会福祉協議会

社協だより社協だより
横手市

みんなが主役！みんなでつくる 人にやさしいまち横手

2016.1.1

号47

　昨年12月16日（水）、平鹿地区福祉協力員会主催の「高齢者と園
児のふれあい交流会」が樽見内保育園を会場に開催され、歌や踊り、
伝承遊び、餅つきなどで交流しました。この地域では、住民や団体等
が一丸となり、様々な行事などを通して地域の結びつきを強くする活
動を行っています。社会福祉協議会は、そうした地域主体の活動を応
援して参りますので、本年もどうぞよろしくお願いいたします。

餅つきで 持ちつ持たれつ
つながりつくる



　

福
祉
協
力
員
会
の
事
業
の
展
開
に
あ
た
っ

て
、
役
員
会
で
具
体
案
を
練
り
上
げ
、
実
施
に

こ
ぎ
つ
け
る
訳
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
い
つ

も
参
加
者
が
少
な
い
こ
と
で
何
か
妙
案
を
、
と

考
え
る
昨
今
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
地
域
福
祉
活
動
応
援
事
業
は
確

実
に
地
域
に
浸
透
し
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
各
地
域
単
位

の
活
性
化
が
や
が
て
地
方
創

生
の
大
き
な
源
に
な
る
と
信

じ
、
地
域
福
祉
活
動
の
応
援

に
今
後
も
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

佐
々
木
晃
一
郎
さ
ん

（
大
森
地
区
福
祉
協
力
員
会
会
長
）

昭 和 19 年

　

去
年
、学
校
田
の
お
米
で
お
に
ぎ
り
を
作
り
、

祖
父
母
交
流
会
を
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
と
食

べ
る
お
に
ぎ
り
は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
保
育
園
の
運
動
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
、
園
児
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
準
備
や
競

技
を
し
た
こ
と
が
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
地
域
の
方
と
も
っ

と
ふ
れ
あ
い
、
自
分
か
ら
進

ん
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

い
で
す
。
栄
小
学
校
の
六
年

生
と
し
て
、
低
学
年
の
お
手

本
と
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

ま
す
。

三

浦

茅

咲
さ
ん

（
栄
小
学
校
五
年
／
福
祉
教
育
活
動
推
進
校
）

平 成 16 年

３ 社協だより

　

雄
水
苑
に
入
所
し
て
二
ヵ
月
く
ら
い
で
す

が
、
こ
こ
は
暖
か
い
し
、
職
員
さ
ん
も
親
切
で

安
心
し
て
生
活
で
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
生

活
の
中
で
、
よ
く
寝
て
、
た
く
さ
ん
ご
飯
を
食

べ
る
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
は
将
棋
が
得
意
な
の
で
相
手
を
し
て

く
れ
る
人
が
い
た
ら
い
い
な

ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
は

膝
が
痛
く
て
思
う
よ
う
に
足

を
動
か
せ
ま
せ
ん
が
、
少
し

ず
つ
体
操
を
し
て
、
七
十
歳

か
ら
始
め
た
卓
球
を
ま
た
や

り
た
い
で
す
。

遠

藤

清

司
さ
ん

（
雄
水
苑
）

昭 和 ７ 年

　

私
の
元
気
の
源
は
、
憩
寿
園
で
の
毎
日
の
お

い
し
い
食
事
で
す
。
い
つ
も
何
で
も
残
さ
ず
い

た
だ
い
て
お
り
、
特
に
お
魚
が
大
好
き
で
す
。

ま
た
、
農
業
に
専
念
し
て
い
た
頃
の
経
験
を
活

か
し
て
、
園
内
農
園
で
の
野
菜
の
苗
植
え
や
水

や
り
、
収
穫
作
業
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
お

陰
様
で
昨
年
も
明
る
く
健
康

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
も
施
設
の
皆
さ
ん
と

楽
し
く
お
話
し
な
が
ら
、
心

地
良
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
瀬
谷 

テ 

ル
さ
ん

（
憩
寿
園
）

昭 和 ７ 年

　

一
年
は
早
い
も
の
で
、
去
年
は
本
当
に
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。
日
々
の
仕
事
の
中
、
ご
利

用
者
と
ご
家
族
の
方
々
と
接
し
て
い
く
こ
と
で
、

自
分
自
身
を
磨
か
せ
て
い
た
だ
い
た
年
で
し
た
。

　

介
護
職
員
不
足
と
言
わ
れ
て
い
る
現
代
で

す
が
、
今
年
も
介
護
の
プ
ロ
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
同
僚
と
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
よ
り
良
い
介
護
サ
ー

ビ
ス
で
、
ご
利
用
者
の
満
足

と
ご
家
族
に
安
心
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
今
ま
で
以
上
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

柴

田

誠

悦

（
十
文
字
福
祉
セ
ン
タ
ー
通
所
介
護
事
業
所
職
員
）

昭 和 55 年

たち年男・年女
ふくしな

～今年の抱負をお聞きしました～

　介護サービスのご利用者や福祉分野で活躍
されている申年生まれの皆さんに、今年の抱
負についてお伺いしました。

２社協だより

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
戦
後
七
十
年
の
節
目
の
年
と
い
う
こ
と

で
、
過
去
の
戦
争
の
実
態
が
あ
ら
わ
に
さ
れ
、
凄
惨

を
き
わ
め
た
戦
い
と
苦
難
の
生
活
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
戦
禍
と
貧
困
か
ら
立
ち
上
が

り
、
助
け
あ
い
支
え
あ
っ
て
今
日
の
平
和
で
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
至
っ
て
い
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
の
国
の
安
全
に
つ
い
て
国
民
的
論
議
が
一
段

と
高
ま
っ
て
も
お
り
ま
す
。

　

当
会
も
合
併
し
て
新
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

誕
生
し
て
以
来
十
年
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内

容
が
問
わ
れ
る
年
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
当
初
、

合
併
す
れ
ば
地
域
の
絆
が
薄
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
懸
念
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
面
で
は
公
助
に
頼
ら

ず
、
自
助
、
共
助
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
の
で

は
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
よ
り
、

平
穏
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
繁
栄
社
会
の
歪
み
と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う

か
、
国
・
地
方
を
問
わ
ず
少
子
高
齢
化
、
人
口
の
減

少
と
と
も
に
介
護
・
子
育
て
に
対
す
る
不
安
な
ど
、

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
社
会
や
家
庭
環
境
は
多
様
な

生
活
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
会
で
は
、
横
手
市
の
ご
指
導
に
よ
り
、
新
た
に

策
定
し
た
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
も
と
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
支
え
あ
い
・
助
け
あ
い
の
活
動
を
更
に

広
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」

や
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」「
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」
等

の
福
祉
活
動
を
更
に
進
め
る
と
と
も
に
、
町
内
会
、

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
、
ひ
い
て
は
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力

の
あ
る
社
会
づ
く
り
の
構
築
に
向
け
て
、
そ
の
一
翼

を
担
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
二
年
前
の
ご
挨
拶
で
「
自
ら
の
心
の
糧
」
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
よ
う
と
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
が
、
再
度
提
唱
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
言
っ
て
も
個
人
で
活
動
す

る
に
は
取
り
組
み
に
く
い
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、
地

域
の
組
織
等
に
加
わ
り
一
緒
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
る

と
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
身
近
な
と

こ
ろ
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
、
そ
れ
に
町
内
会

等
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
と

も
清
掃
活
動
や
見
守
り
活
動
等
、
何
ら
か
の
奉
仕
活

動
を
計
画
し
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
加
入
・

参
加
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
や
伝
統
文

化
の
継
承
を
通
し
て
青
少
年
の
育
成
に
当
た
る
こ
と

な
ど
様
々
な
活
動
の
形
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、
持
て
る
知
識
・
能
力
を
活
か
し

て
社
会
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
そ
の
た
め
に
応
援
し

て
参
り
ま
す
。

　

め
ざ
す
は
「
市
民
オ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

き
っ
と
視
界
が
、未
来
が
開
け
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

「
オ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」め
ざ
し
て

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

会　

長

佐
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木
　
義
　
広

齊　
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純　
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横
手
）
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原　

多
一
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横
手
）

鎌　
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勲　

一（
横
手
）

谷　
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都　

子（
横
手
）

滝　
　
　

順　

子（
横
手
）

松　

井　

亮　

一（
横
手
）

渡　

邊　

健　

子（
横
手
）

天　

童　

順　

子（
増
田
）

佐
々
木　

幸　

雄（
増
田
）

片　

倉　

由
美
子（
増
田
）

佐　

藤　

芳　

知（
平
鹿
）

大
和
谷　

道　

子（
平
鹿
）

武　

藤　

吉　

克（
平
鹿
）

田　

代　

繁　

人（
平
鹿
）

中　

村　

ア
ヤ
子（
雄
物
川
）

小　

西　
　
　

茂（
雄
物
川
）

東
海
林　

隆　

介（
雄
物
川
）

岡　

固　
　
　

毅（
雄
物
川
）

大　

沼　

ワ
カ
子（
大
森
）

嵐　

田　

良　

子（
大
森
）

高　

村　

正　

友（
大
森
）

近　
　
　

成　

一（
十
文
字
）

石　

垣　

節　

子（
十
文
字
）

佐　

藤　

克　

己（
十
文
字
）

加　

藤　

ヨ
ウ
子（
十
文
字
）

石　

沢　

達　

雄（
山
内
）

藤　

原　

秀　

夫（
山
内
）

髙　

橋　

弘　

子（
山
内
）

永　

瀬　

吉　

之（
大
雄
）

金　

山　

龍　

一（
大
雄
）

菅　
　
　

篤　

司（
大
雄
）

評
議
員

■
任　
期

　
平
成
27
年
９
月
１
日
～

平
成
29
年
８
月
31
日

会　

長
佐
々
木　

義　

広（
大
雄
）

副
会
長
藤　

井　

健
太
郎（
横
手
）

　
　
　

戸　

部　

英　

二（
平
鹿
）

　
　
　

高　

橋　

邦　

夫（
十
文
字
）

理　

事
照　

井　

優　

子（
横
手
）

　
　
　

近　

江　

千
鶴
子（
横
手
）

　
　
　

石　

田　
　
　

正（
増
田
）

　
　
　

小　

野　

タ
ヅ
子（
平
鹿
）

　
　
　

小
笠
原　

恒　

男（
雄
物
川
）

　
　
　

矢　

野　

絹　

子（
雄
物
川
）

　
　
　

守　

屋　

桑　

悦（
大
森
）

　
　
　

吉　

田　

吉　

男（
十
文
字
）

　
　
　

高　

橋　
　
　

守（
山
内
）

　
　
　

佐　

藤　

慶　

子

（
憩
寿
園
施
設
長
）

常
務
理
事

佐

藤

誠

輝（
事
務
局
長
）

監　

事
柴　

田　

幹　

夫（
平
鹿
）

　
　
　

堀　

江　

光　

雄（
横
手
）

　
　
　

佐
々
木　

隆　

美（
平
鹿
）

理
事
・
監
事

■
任　
期

　
平
成
27
年
11
月
25
日
～

平
成
29
年
11
月
24
日

新　体　制
横手市社会福祉協議会

本会役員等の改選が行われ、
新体制となりました。

新年あけましておめでとうございます

本
年
も
役
職
員
一
同
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す



５ 社協だより この町の しあわせな笑顔 いつまでも

11.18水 朝倉関根いきいきサロン（横手）
　

三
年
目
と
な
っ
た
干
支
の
土
鈴

の
絵
付
け
。
真
剣
な
表
情
な
が
ら

も
、
隣
の
方
と
作
品
を
比
べ
た
り

談
笑
し
な
が
ら
、
作
業
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
十
二
支
が
揃
う

ま
で
続
け
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
の
サ
ロ
ン
で
は
、
毎
回

参
加
者
の
顔
を
見
て
元
気
を
確
認

し
合
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
土
鈴

づ
く
り
の
ほ
か
、
生
き
が
い
や
健

康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
内
容

を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
み
に
し
て
も
ら
え
る
サ
ロ

ン
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

内
田
麗
子
さ
ん

代
表
世
話
人
…

山内土渕地区いきいきサロン（山内）
　

い
つ
ま
で
も
お
い
し
い
も
の
を

お
い
し
く
食
べ
よ
う
と
、
歯
科
衛

生
士
の
指
導
に
よ
り
、
口
の
中
の

機
能
を
学
び
な
が
ら
、
舌
を
動
か

し
た
り
声
を
出
す
な
ど
の
実
践
を

交
え
て
、
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

体
内
機
能
を
刺
激
す
る
た
め
歌

の
発
声
や
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
た

り
、
季
節
の
行
事
や
研
修
会
、
楽

器
の
演
奏
を
行
う
な
ど
、
参
加
者

み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
を
モ
ッ
ト

ー
と
し
て
お
り
、
笑
顔
の
絶
え
な

い
サ
ロ
ン
で
す
。

　11 月５日（木）～６日（金）、福祉教育活動推
進校の雄物川小学校４年生児童を対象に、疑似
体験セットや車いすを使った高齢者・障がい者
疑似体験学習を行ってきました。
　この体験を通して「大変さを実感した」「怖
かったけど声をかけてもらうと安心した」など
の感想があったほか、「体の不自由な方のため
に自分たちができることは」との質問があり、
誰であっても一人ひとりの求めていることは違
うこと、自分自身でがんばってみようと努力し
ていることなどを伝えながら、まずは声かけか
ら始めてみることを提案しました。
　みんなで支えあう地域づくりが益々大切に
なってくる中、福祉教育として体験学習だけで
はなく、同じ人間として地域で共生していくこ
との大切さも伝えていきたいと思います。

体験学習を通して支えあいの大切さを実感したようです

雄物川小学校の体験学習
共に生きる地域づくりのために

雄物川

平寿苑

い いき き
サロン

わたしの
まちの

病
　
焼
　
き

　

地
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12.8 火

11.13金

４社協だよりわたしたち 未来を作る 主人公

　12月10 日（木）、父ちゃんの楽校会員が、お
一人暮らしの高齢者宅の障子張り替え活動を行
いました。
　これまでも、地域貢献として公共施設での張
り替えを行ってきており、この実績から対象世
帯の担当ケアマネジャーより依頼が舞い込み、
今回実施したものです。
　当日は８名の会員が参加し、「いい正月を迎
えてもらいたい」との願いを込めながら、大小
様々な大きさの障子を手際よく張り替え、完成
後はお宅に伺って取り付けも行ってきました。
　また、12月15日（火）にはクリスマス飾り
づくりを行って市内の児童福祉施設にお届けす
るなど、“サンタクロース”から地域への一足
早いプレゼントに、大変喜んでいただけたので
はないでしょうか。

よこて父ちゃんの楽校
“父ちゃんサンタ”のボランティア活動

大小様々な障子を手際よく張り替えていきました

地域のぬくもりある活動が地域の方々を支えています

　昨年12月、増田地区福祉協力員会では、閉
じこもりがちになる冬期間の見守り強化のた
め、町内会長や民生委員等と協力しながら、お
一人暮らしの高齢者世帯等への訪問活動を行い
ました。
　各訪問先で生活上の困りごとをお聞きしたと
ころ、一番多かったのが雪に関する不安の声。
本格的な冬を前に、除雪に不安を抱えている方
が多く、今後は除雪ボランティア活動による支
援などにつなげていきたいと考えています。
　一方で、近所の方に除雪を手伝ってもらって
いる世帯も多く、そうした地域の支えあいが更
に広がっていくよう、地域福祉活動を進めてい
く必要性を改めて感じました。
　こうした活動は、年末年始を中心に多くの地
域で取り組まれており、寒い中での“ぬくもり”
ある活動が地域の安心につながっています。

年末安心パトロール声かけ運動
年末年始の安心をお届けしました

増　田 横　手

大　雄十文字

交  流  日  記
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７ 社協だより

ありがとうございました
平成27年11月１日～12月15日受付分

※善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、
ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹
介しております。

善意
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　本会が運営する特別養護老人ホーム
やデイサービスで働く看護職員を募集
しています。
※詳細については下記へお問い合わせください。

看護職員募集

● お問い合わせ ●

本部総務課 ☎ 36－5377　人事担当：佐藤

　12月14日（月）より、増田庁舎お
よび増田地区多目的研修センターの改
修工事に伴い、増田地域局二階西側に
事務所を移転しました。
　移転に伴い住民の皆様には不便をお
かけいたしますが、ご理解のほどよろ
しくお願いします。

◆住所：増田町増田字土肥館173番地
（横手市役所増田庁舎２階）

◆TEL：45－4848
◆FAX：44－7867

増田福祉センター事務所移転

【横手福祉センター受付】
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 黒　崎　由　紀 様（朝倉町）
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 堀　江　茂　寿 様（間明田）
● 艶歌嘉舞義会 様
● よこて女性コーラス 様
● とっぴんぱらりのプー 様
● 平鹿総合病院 様

【平鹿福祉センター受付】
● 武　内　良　悦 様（林　崎）
● 谷　口　賢　一 様（本　町）
● 龍泉寺 様
● よねや浅舞店 様

【雄物川福祉センター受付】
● 鈴　木　江里子 様（大雄・田根森）
● ＪＡ助け合い組織ひらり 様
● とっぴんぱらりのプー 様

【十文字福祉センター受付】
● 髙　橋　幸　造 様（上仁井田）

● 植田小学校６年生 様
● アンサンブル・リベラ 様

【山内福祉センター受付】
● つむぎの会　畑　則子 様

【大雄福祉センター受付】
● 佐々木　好　徳 様（上田村）

【平寿苑受付】
● 柴　田　ヒ　デ 様（田ノ植）
● 長　井　正　蔵 様（横手・大水戸町）
● 平鹿町理容組合 様
● 傾聴ボランティアささやき 様

【雄水苑受付】
● 熊　谷　秋　夫 様（十文字・梨木）
● 傾聴ボランティアひまわり 様
● アンダンテの会 様　
● 樽見内保育園ばら組 様
● 雄物川町美容組合 様
● 雄物川町理容組合 様
● おものがわ町きのこ生産
　　　　　　　　 婦人研究会 様
● 雄物川町農産物直売の会 様

【憩寿園受付】
● 熊　谷　秋　夫 様（梨　木）
● 伊　藤　みゆき 様（荊　島）
● 傾聴ボランティアささやき 様
● 認定こども園こひつじ 様
● 十文字ライオンズクラブ 様
● スーパーモールラッキー 様
● 十文字第二小学校４・５年生 様

雄物川町農産物直売の会様とおものがわ町
きのこ生産婦人研究会様より、りんご６箱
（60㎏）、椎茸とぶなしめじ（計6.1㎏）
を雄水苑にご寄贈いただきました

６社協だより

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次号（３月31日発行予定）
テーマは…「巣立ち」
　出会いや別れの季節、旅
立つ方や見送る方の様々な
思いがあるのではないで
しょうか。次号のテーマは

「巣立ち」です。

【応募方法】
作品（１人２点まで）と氏名（ペン
ネーム可）、連絡先をご記入の上、
ハガキやFAX、メール等でご応
募ください。（様式は問いません）

〒013－0072
横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会

「ふくし川柳」係
FAX：36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
 【締切日】
  平成28年２月29日（月）

たくさんの応募作品の中から数点をご紹介いたします。（順不同）

福
祉
を
詠
め
ば
福
来
た
る

団らん
テーマ

得
説く

解く

相談室
Qデイサービス（通所介護事業
所）ってどんなところなの？
A介護や支援が必要な方を対象
とした日帰りの通所サービスです。
　看護師による健康チェックや食

事、入浴などの日常生活上の支援、ご利用者の身体
状況に応じた機能訓練などを行います。
　ご利用いただくことが外出するきっかけとなり、
寝たきりや閉じこもり防止につながります。また、
レクリエーションや季節の行事などを通じて、ご利
用者同士の交流の場ともなっております。

Q１日の過ごし方ってどうなっているの？
A１日の過ごし方は次のとおりです。（あくまでも
目安であり、事業所により異なります）

Qレクリエーションや機能訓練ってどんなことをしているの？
Aレクリエーションでは輪投げや玉入れ、数字合
わせなどのゲームや折り紙を使った創作活動、また
機能訓練ではご利用者の身体状態にあった指先運動
や体操、歩行訓練等を行っています。その他にも、
児童生徒やボランティア等による交流活動、芸能披
露などが行われています。

デイサービスって
　　　　　 なに？
 どんなところなの？

「利用したい」
「もっと詳しく知りたい」など、
　 当会が運営する事業所へ

ぜひご相談ください。

康寿館指定通所介護事業所（横　手） ☎32－8180
平寿苑指定通所介護事業所（平　鹿） ☎38－7011
雄風荘指定通所介護事業所（雄物川） ☎22－3400
十文字福祉センター指定通所介護事業所（十文字） ☎55－2211
大雄福祉センター指定通所介護事業所（大　雄） ☎52－3311

次回は…「特別養護老人ホームってどんなところ？ ショートステイってなに？」

8：30 送迎（車いす対応のリフト車
でご自宅にお迎え）

10：00 入浴（手すりのついた一般浴槽。車いす、寝たままでも入れる特殊浴槽での入浴）

9：30 看護師による健康チェック

12：00 昼食・お昼寝

14：00 レクリエーション・機能訓練

15：00 15：30お茶の時間 送迎（ご自宅までの送り）
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８社協だより
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ふ し 人く な たち

「ふくしな人たち」は地域で福祉活動や社会貢献を行っている方や団体、企業など、
また自立更生や生きがいづくり等に努められている方々を紹介します。

　藤原みなみさんと怜央さんの姉弟は、卓球の
全県・全国の障がい者スポーツ大会に出場し活
躍されています。みなみさんは昨年度の全国大
会で２位、怜央さんは今年度の同大会で３位、
そして昨年８月の全県大会では二人とも１位と
なるなど、輝かしい成績を収められています。
　中学校から競技を始め、当初は難しいと感じ
ていたようですが、卓球以外にもバスケットボ
ールやサッカーの部活にも所属するなど体を動
かすことが大好きな二人は、熱心に練習に打ち
込み、めきめきと頭角を現していきました。
　市内では練習できる場所が少ないため、現在
は毎週土曜日に秋田市に通っての練習となって
いますが、「卓球の日本代表選手になる」との
共通の夢に向かってがんばっています。
　学校生活でも、みなみさんは「漢字検定の合
格」、怜央さんは「社会に出るための言葉遣い
を身に着ける」を目標に掲げて日々努力してお
り、これからも培った力を最大限に発揮される
ことでしょう。

藤　原　みなみさん
 （県立横手養護学校高等部３年・雄物川）

　　　　怜
れ

　央
お

さん 
 （県立横手養護学校高等部１年・雄物川）

レ・メエル秋田有限会社
（横手）

　眼鏡や補聴器を取り扱うレ・メエル秋田様。
同社では、平日は毎日、県南地域の介護施設を
視力測定車で訪問して無償で眼鏡や補聴器のメ
ンテナンスを行っています。また、施設のご利
用者はもちろん、そのご家族からのご依頼に応
じて、視力や聴力の測定を行い、その方にあっ
た眼鏡などの提案を行っています。
　先の東日本大震災では、被災地の方や市内に
避難されてきた方に無償で眼鏡を提供されてい
ました。現在も県南地域に避難されている方に
提供されているほか、売り上げの一部を赤い羽
根共同募金に寄付する取り組みに協賛されるな
ど、積極的に社会貢献活動を行っています。
　今回の取材に応じていただいた髙橋勇喜さん
からは、「福祉施設を訪問する際には、安心感
を与えられるようゆっくり優しく話しかけるこ
と、快適な生活を送れるよう不便がないかお伺
いし、最適なご提案をすることを心掛けていま
す」とお話しいただきました。
　相手に寄り添いながら、一人ひとりに合った
「見える喜び、聴こえる幸せをご提案」されて
いる同社の今後益々のご活躍が期待されます。

本年もよろしくお願いいたします

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
そ
の
方
に
合
っ
た

喜
び
と
幸
せ
を
提
案
し
て
い
ま
す
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が
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、左
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さ
ん
）

共同募金協力企業

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー
雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283
TEL.56－2072

大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー

TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009
TEL.52－3311

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101
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